
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
年
の
暮

夢
と
知
り
つ
つ

夢
を
買
う
）
（
Ｍ
サ
イ
ズ

希
望
で
言
う
な

Ｌ
サ
イ
ズ)

 

（
二
次
会
へ

お
許
し
を
乞
う

恐
妻
家
）
（
お
も
ち
ゃ
屋
の

チ
ラ
シ
を
隠
す

ク
リ
ス
マ
ス
）

度
市
政
要
望
書
の
取
り
纏

め
に
あ
た
っ
た
横
澤
副
議

長(

政
策
福
祉
担
当)

が
、

８
分
野

21
項
目
の
要
望

事
項
か
ら
次
の
点
を
強
調

し
た
。

【
総
括
・
地
方
自
治
】

連
合
は｢

働
く
こ
と
を

軸
と
す
る
安
心
社
会｣
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る

が
、
引
き
続
き
連
合
中
越

と
の
対
話
に
つ
と
め
ら
れ

た
い
。
ア
オ
ー
レ
長
岡
内

に
非
核
平
和
都
市
宣
言
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
等
設
置
さ
れ

た
い
。

【
雇
用
労
働
政
策
】

若
者
に
対
し
て
働
き
甲

斐
の
あ
る
良
質
な
職
場
の

創
出
に
努
め
ら
れ
た
い
。

【
経
済
産
業
政
策
】

市
内
大
学
卒
業
生
が
市

内
企
業
に
就
職
で
き
る
よ

う
大
学
と
の
連
携
を
強
化

さ
れ
た
い
。

【
社
会
保
障
等
】

生
活
困
窮
者
支
援
制
度

の
実
施
に
向
け
体
制
整
備

を
行
わ
れ
た
い
。

【
教
育
政
策
】

貧
困
の
連
鎖
を
防
止
す

(1)第843号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2014年12月21日

事
務
局
長
の
５
名
で
、
午

前

10
時
に
森
民
夫
長
岡

市
長
に
提
出
し
た
。

提
出
に
際
し
、

15
年

長
岡
市
を
訪
れ
た
の

は
、
矢
島
議
長
の
ほ
か
横

澤
副
議
長
、
羽
賀
副
議

長
、
小
堺
副
議
長
と
小
林

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

の
候
補
者
の
う
ち
、
新
潟

３
区
で
黒
岩
宇
洋
氏
が
議

席
を
奪
還
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
し
か
し
、
他
５
選

挙
区
は
自
民
党
が
制
す
る

結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、
北
陸
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
の
比
例
代
表
（
定

数

11

）
は
、
民
主
党
が

３
人
当
選
し
、
県
内
の
１

区
、
２
区
、
４
区
で
敗
れ

た
西
村
智
奈
美
氏
、
菊
田

真
紀
子
氏
、
鷲
尾
英
一
郎

氏
の
３
人
が
比
例
復
活
で

当
選
し
議
席
を
倍
増
し

た
。
明
春
の
統
一
地
方
選

挙
に
つ
な
げ
た
い
。
５
区

森
裕
子
氏(

生
活
の
党)

と

６
区
梅
谷
守
氏(

民
主
党)

は
及
ば
な
か
っ
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
小

選

挙

区

の

投

票

率

が

52
・

66
％(

県
内

52
・

71
％)

と
戦
後
最
低
を
更

新
し
た
。
有
権
者
の
半
数

近
く
が
投
票
し
な
い
と
い

う
こ
の
数
字
が
示
す
も
の

は
、
も
は
や
政
治
不
信
と

い
う
言
葉
だ
け
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
。
政
権
に
は
、

こ
の
結
果
も
反
省
し
て
ほ

し
い
も
の
だ
。

て
お
り
、
質
問
も
出
さ
れ

る
な
ど
有
意
義
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

(

中
越
高
齢
協

高
橋
事
務
局
長)

２
日
公
示
、

14
日
投

開
票
で
行
わ
れ
た
第

47

回
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、

自
民
・
公
明
両
党
が
３
２

５
議
席
を
確
保
す
る
結
果

と
な
っ
た
。

県
内
で
は
、
連
合
新
潟

が
推
薦
・
支
持
し
た
６
人

い
る
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

も
天
気
予
報
、
災
害
情
報

に
十
分
注
意
す
る
と
と
も

に
、
全
市
民
が
防
災
要
員

の
気
持
ち
で
、
地
域
で
助

け
合
え
る
よ
う
日
頃
か
ら

準
備
と
心
が
け
が
必
要
」

と
講
演
さ
れ
た
。

休
憩
後
『
介
護
予
防
に

つ
い
て
』
長
岡
市
役
所
長

寿
は
つ
ら
つ
課
看
護
師
の

久
住
愛
氏
か
ら
は
、｢

健

康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気

に
楽
し
く
生
活
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た

め
自
宅
で
で
き
る
介
護
予

防
法
と
し
て
①
軽
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
の
体
力
作

り
。
②
日
ご
ろ
か
ら
頭
を

使
う
。
③
お
口
を
元
気
に

(

食
べ
る
、
し
ゃ
べ
る
、

笑

う)

。
④

心

を

元

気

に
、
こ
の
４
点
を
心
が
け

て
生
活
す
る
こ
と
が
重

要｣
と
話
さ
れ
た
。

参
加
者
は
熱
心
に
聞
い

表
明
さ
れ
た
。

連
合
中
越
政
策
福
祉
担

当
で
は
、
後
日
の
回
答
書

を
受
領
後
に
分
析
し
、
構

成
組
織
へ
も
周
知
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

(

ま
ち)

の
実
現
を
め
ざ
し

防
災
体
制
強
化
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
。
大
き
な

柱
と
し
て
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
を
は
か
っ
て

べ
く
就
学
援
助
制
度
や
経

済
的
支
援
を
含
め
た
支
援

等
を
強
化
さ
れ
た
い
こ
と

等
に
つ
い
て
強
調
し
た
。

森
長
岡
市
長
か
ら
は
、

基
本
的
に
考
え
て
い
る
方

向
と
合
致
す
る
が
、
別
途

回
答
し
た
い
と
の
見
解
が

中
越
高
齢
協
は

11
月

26
日(
水)
13
時
30
分
か

ら
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
「
け

さ
じ
ろ
」
に
お
い
て
「
第

19
回
中
越
高
齢
協
セ
ミ

ナ
ー
」
を

50
名
の
参
加

で
開
催
し
た
。

下
田
会
長
と
連
合
中
越

小
林
事
務
局
長
の
共
催
挨

拶
に
引
き
続
き
、
『
防
災

情
報
に
つ
い
て
』
長
岡
市

役
所
危
機
管
理
防
災
本
部

課
長
補
佐
の
今
井
正
彦
氏

か
ら
の
講
演
で
は
、
「
長

岡
市
は
こ
の

10
年
間
に

中
越
地
震
、
７
．

13

水

害
等

10
件
の
大
災
害
が

発
生
し
た
。
長
岡
市
は
、

日
本
一
災
害
に
強
い
都
市

連
合
中
越
地
協

政
策
福
祉
担
当
で
取
り
ま
と
め
た
要
望
事
項
８
分
野
21
項
目
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連
合
中
越
地
協
は
、

11
月

26
日(

水)

午
前
10

時
に
森
民
夫
長
岡
市
長
を
訪
ね
、
15
年
度
長
岡
市

予
算
に
関
す
る｢

市
政
要
望
書｣

を
矢
島
議
長
か
ら

森
市
長
に
提
出
し
、
横
澤
副
議
長(

政
策
福
祉
担

当)

よ
り
今
年
度
の
要
望
事
項
を
説
明
し
た
。

連合中越

第1回四役会議（新春対談）
日時 2015年1月6日(火)17:00～    

場所 長岡市内

議題 年間計画、産別の課題

   当面する日程等について

連
合
中
越
高
齢
協
が
第
19
回
セ
ミ
ナ
ー

防
災
情
報
と
介
護
予
防
が
テ
ー
マ

第
47
回
衆
議
院
議
員
選
挙

自･

公
で
３
２
５
議
席
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
思
い
出
が

あ
っ
て
進
ま
ぬ

大
掃
除
）
（
ス
ト
レ
ス
を

積
み
立
て
て
い
る

お
人
よ
し
）
（
手
は
器
用

生
き
方
不
器
用

親
ゆ
ず
り
）
（
こ
り
ゃ
誰
だ

こ
の
歌
な
ん
だ

大
み
そ
か)
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12月11日(木)に金誠館（南魚沼市）にて

第７回南魚沼支部総会を開催しました。

当日は、若月県議、小林中

越地協事務局長をはじめとす

る来賓の皆様からご挨拶をい

ただきました。

報告事項、審議事項はいず

れも、原案のまま承認をいた

だきました。新年度は、「雪

国まいたけ労組」を迎え、構

成員数が増え、組織が一段と

大きくなります。各種行事への参加者の増加が予想される

ため、そのための予算を計上しま

した。また、五役体制の変更を提

案し承認をいただきました。その

他、来春の統一地方選挙に向け、

県議選の必勝を決議しました。総

会後は、同会場で懇親会を開催し

交流を深めました。

  第７回十日町支部総会を、12月5日(金)
午後６時３０分より行いました。

当日は、「うめ
たに守」候補が来
場され、衆議院議
員選挙への意気込
み等を語られまし
た。

その後来賓の祝
辞を頂き、２０１

４活動報告等の確認と、
２０１５年度の活動方針
等は満場一致で承認され
ました。 

連合中越定期総会後の１２月５日、冬の
嵐と思いもよらぬ衆議院の解散総選挙の

最中、支部定期総会を開催しました。来賓に矢島中越議長を
始め１０月に市議選で推薦し当選されました佐々木、木原市
議会議員、そして、選挙戦最中の菊田候補よりメッセージを
受け取りました。見附地区支部は小支部故の執行体制です
が、全支部委員で活動に当たっていくことを確認しました。

見附支部

南魚沼支部 十日町支部

12月3日(水)に第７回連合中越小千谷支
部定期総会がプラザ片山にて開催されま
した。

当日は連合中越地協副議長の横澤様をはじめ、労働金庫小
千谷支店・石田支店長
様、総合生協中越支局
長・長岡支店長様より
ご祝辞を頂いた後、１
年間の活動総括と次年
度の支部活動及び予算
の承認を致しました。
総会の最後には、石坂

支部長より「団結ガンバ
ロー！」で締めくくりま
した。

その後は 別室に移り
懇親会を行いました。

12月8日(月)小出郷福祉センターにて、

第1回単組代表者会議兼第7回北魚沼支部

定期総会を行った。

 羽賀連合中越地域協議

会福議長から挨拶をいた

だき、11月の地協総会に

て、重点課題等承認され

たことを受け、北魚沼支

部1年間の行動報告と次年

度 の 支 部 独 自 活 動、予

算、幹事体制等を確認し

た。

スローガン、総会宣言

の承認後、最後は次年度

の活動に対して山本支部

長の「団結ガンバロー」

で締めくくった。

小千谷支部 北魚沼支部

新年度の活動を開始

各支部総会特集
第
47
回
衆
議
院
選
挙
、
皆
さ
ん

の
ご
支
援
に
よ
り
、
民
主
党
候
補

県
内
１
人
当
選
、
比
例
３
人
を
国

政
へ
お
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
天
候
や
師
走
の
影

響
も
あ
り
全
国
投
票
率
は
過
去
最

低
だ
っ
た
が
、
ど
の
様
に
思
わ
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
▼
あ
る
候
補
の

集
会
は
、
参
加
者
の
年
齢
は
ど
う

み
て
も

65

歳
以
上
の
方
々
だ
っ

た
。
平
日
の
夕
方
だ
か
ら
と
思
う

が
、
本
来
な
ら｢

組
合
員
、
勤
労

者
、
弱
者
、
生
活
す
る
こ
と
で
精

一
杯
の
方
々｣

な
ど
来
る
べ
き
人
が

大
勢
い
る
は
ず
だ
。
私
も
家
族
が

で
き
る
前
は
、
親
に
・
先
輩
に
言

わ
れ
る
が
ま
ま
投
票
に
行
っ
た
。

結
婚
し
家
族
が
で
き
、
子
供
の
成

長
と
と
も
に
生
活
意
識
も
高
く
な

り
、
政
治
が
生
活
に
与
え
る
影
響

が
大
き
い
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た

▼
憲
法
改
正
・
集
団
的
自
衛
権
・

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
・
年
金
・
医

療
・
少
子
高
齢
化
問
題
・
国
債
の

発
行
額
、
地
域
と
大
都
市
の
格

差
・
人
口
減
少
の
問
題
や
働
い
て

も
生
活
や
生
活
環
境
は
よ
く
な
ら

な
い
事
な
ど
、
今
こ
そ
将
来
不
安

に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
、
今
以
上

の
格
差
が
生
ま
れ
る
と
思
う
▼
組

合
運
動
へ
の
無
関
心
層
増
や
運
動

の
低
下
も
背
景
に
あ
る
思
わ
れ
る

が
、
一
つ
に
職
場
で
の
組
合
員
同

士
の
会
話
の
低
下
、
二
つ
に
労
働

条
件
の
低
下
、
三
つ
に
労
働
環
境

に
対
す
る
不
満
な
ど
現
場
で
起
き

て
い
る
課
題
に
応
え
き
れ
て
い
な

い
現
実
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
運
動
の
低
下
は

組
合
員
や
非
正
規
雇
用
の
労
働
者

や
弱
者
、
生
活
者
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
の

は
ず
だ
▼
組
合
役
員
の
皆
さ
ん
、

い
つ
か
自
公
政
権
は
必
ず
崩
壊
す

る
は
ず
だ
。
諦
め
な
い
で
、
組
合

員
の
気
持
ち
を
掴
む｢

集
め
て
、
伝

え
て
、
聞
く｣

コ
ツ
と
地
道
な
行
動

を
し
て
い
こ
う
。
そ
の
行
動
は
組

織
率
を
上
げ
、
投
票
率
を
上
げ
る

こ
と
に
繋
が
り
、
ひ
い
て
は
連
合

の
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
」
の
実
現
に
繋
が
る
。
来
春

は
統
一
地
方
選
挙
、
２
年
後
に
は

参
議
院
選
挙
が
あ
る
。
共
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

副議長

火山 健悟≪№165≫

 東蔵王２


